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信倫文内容の要旨)

ソースコード中に存在する、互いに一致、あるいは類似するソースコードの断片をコ

ードクローンと呼ぶ。コードクローンの存在はソフトウェア開発の効率を低下させる要

因の1 つであり、適切に管理することが重要であるといわれている。そのため、ソース

コード中から自動でコードクローンを検出する技術や、コードクローンの除去を支援す

る技術、一貫した修正を支援する技術などが提案されてぃるしかし、コードクローン

関連技術を実際の開発の中で利用するには課題がある。まず、既存のコードクローン検

出ツーノレが特定の言語のみを対象としていることが挙げられる。次に、コードクローン

の影響を分析するために、コードクローンの変更履歴を調査することがあるが、既存手

法では大規模なソフトゥエアへの適用が困難であること。最後に、コードクローン検出

ツールの検出結果はソースコードの管理に利用するには余分な検出結果が多いこと。本

論文ではこれら3つの問題を解決する手法にっいての検討結果がまとめられてぃる。

初めに、コードクローン検出技術のハードゥエア記述言語を用いた回路開発への応用

に関する研究成果が報告されている。この研究では既存のコードクローン検出ツールが

対応していない言語で記述されたソースコードに対して、簡易な変換を適用することで

コードクローンを検出する手法を提案している。この手法は、本論で対象とした言語以

外にも適用可能である。次に、メソッド単位の変更情報を記録した構文情報りポジトリ

であるhistorage を利用した、コードクローンの履歴情報を抽出する手法を提案してぃ

る。最後に、ソースコード削減可能量見積もり作業の支援を目的としたツールの開発を

行っている。開発したツーノレはコードクローン検出結果から重複を除去し、ファイノレ単

位で類似するソースコードをまとめた類似プログラム集合を利用者に提供する。

本論文の貢献は、以下の3つといえる: D 訂ードクローンの検出対象となる言語を

容易に拡張する手段の提案。2)長期間かっ細かなバージ,ン単位でのコードクローン

の履歴分析の容易化。3)コードクローン検出結果の要約技術による利用性の向上。

れらの研究成果は、コードクローンに関する研究や、実際の開発の中でのコードクロー

ン検出技術の活用の促進に貢献するものと言える
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(論文審査結果の要旨)

本論文は、ソフトウェアのプログラムコード中に発生する、互いに一致、あ

るいは類似するソースコードの断片(コードクローン)の検出および分析と、

それを保守作業等に活用するための手法を提案するものである。

コードクローンの存在はソフトウェア開発の効率を低下させる要因の 1 つで

あり、適切に管理することが重要であるといわれている。そのため、ソースコ

ード中から自動でコードクローンを検出する技術や、コードクローンの除去を

支援する技術、一貫した修正を支援する技術などが提案されている。

コードクローンの研究分野には10年以上の歴史があり、プログラムテキスト

に対する高速な検出への取組から始まり、現在では意味の類似にまで踏み込ん

だ検出や、クローンの履歴の追跡、検出結果を用いた品質評価や保守への応用

などに裾野が広がっている。

本論文では、クローン分野に於ける具体性・実用性の高い複数の研究テーマ

への取組をまとめたものであり、以下の3つの貢献を有する。 D コードクロー

ンの検出対象となる言語を容易に拡張する手段の提案。2)長期間かっ細かなバ

ージヨン単位でのコードクローンの履歴分析の容易化。3)コードクローン検出

結果の要約技術による利用性の向上。いずれの内容も新規手法の提案と評価の

ための実装、オープンソースや企業の実プロジェクトへの適用による評価を含

んでおり、当該分野に於ける高い有用性を示したものである。

以上より、本論文の内容は、コードクローンに関する研究や、実際の開発の

中での=ードクローン検出技術の活用の促進に貢献するものであり、実社会に

おける工学的な問題の定式化とそれに対する一定の解決策を実用的レベルにお

いて提示しており、博士(工学)の学位を授与するに値すると判断できる。
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